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1. はじめに
サウジアラビア在住のアラビア語を母語とする
日本語学習者を対象とした母音聴取能力の調査
ー先行子音の統制された3拍の無意味綴りを用いて一
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サウジアラビアで継続的に日本語教育が行われているのはキング・サウー ド大学日
本語専攻課程のみである。 しかし、 アラビア語に翻訳された日本のアニメを見て育っ
た若者も多く、 日本語に対する人気は高い（国際交流基金 2017) 。 国際交流基金の機
関学習者を対象とした調査では、 サウジアラビアの日本語学習者数は 27 名となってい
るが、 言語学習に特化した SNS、 Lang-8では 174 射のサウジ人が日本語を学習言語に選
択している吃ころから見ても、 機関学習者の何倍もの日本語学習者がいると推測され
る。
現代標準アラビア語3 ( 以下、 MSA)の母音は短母音la/Niu/とその長犀音la://i:/ lu:/の
6種類であり、 日本語の発話、 聞き取りにおいてNとlel、 lu/とlolの誤りが多く見られ
る（杉藤 1990; ラフィック 2005; 河野 2014) 。 また、 MSA は広い範囲で使用されているた
め数多くの方言があり（中野1988) 、 母音の発音も母方言によって異なっていること
が指摘されている(Alghamdi 1 998) 。 しかしながら、 管見の限り、 これまでサウジアラ
ビア在住のアラビア語を母語とするH本語学習者（以下、 サウジ在住学習者） に対す
る発音、 犀音聴取能力の調査はほとんど 行われておらず、 さらなる研究が必要とされ
ている。
そこで、 本研究ではど の母音の聞き取りが困難であるか、 聞き取りにおいてど のよ
うなパタ ーンの誤りが現れやすいかを明らかにするために、 サウジ在住学習者を対象
として楊音聴取能力の調査を行った。
1www.langS.rom (2018年4月5日現在）
2La嘔8では登録の際に、 2つまで学習言語を選択できる。
3アラビア半島から北アフリカにかけての広い範囲で共通語として使用されているアラビア語の総称
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2. 先行研究
ここではアラビア語を母語とする日本語学習者を対象とした母音の聞き取りに閲す
る先行研究を概観する。 エジプト人学習者を主対象とした三浦(1993)の調査では'/i/
と/elの区別はできるが、 Ju/とJo/の区別は困難であり、特に/u/をJo/とする誤聴が多いと
いう結果であった。 一方、 サウジ人学習者を対象とした田中(2008)の調査では'/i/と
/elの間では/elを/iiとする誤聴が多く、 /u/とJo/の間ではどちらにも多くの誤聴が見られ
たが、 どちらが難しいかは判断できないと結論づけている。 しかし、□浦(1993)、 田
中(2008)の調査結果は定量的な解析に基づいていないため、客観的評価としては不完
全といえる。 そこで、水谷(2014)はサウジ在住学習者を対象に母音聴取能力の調査を
実施し、 定呈的な解析を行った。 その結呆'/i/と/elの間では/elを/iiとする誤聴が有意に
多く見られたものの、 /u/をJo/とする誤聴とJo/を/u/とする誤聴の間には有意差は見られ
なかった。 ただ、 これらの調査には、 先行子音が統制されておらず、 先行子音による
影署が考慮されていないという問題点があった。 これを受けて、水谷(2015)はサウジ
在住学習者を対象として先行子音のない犀音のみの調査を行った。 これまでの先行研
究と同様に、 /u/をJo/とする誤聴とJo/をJu/とする誤聴の間に有意差は認められなかった
一方で'/i/と/elの間では、 これまでの先行研究とは異なり'/i/を/elとする誤聴が有意に
多いという結果になったっ
以上のように、 先行子音の有無によって結果が異なっていることから、 母音の聞き
取りには先行子音が何らかの影馨を及ぼしていると考えられる。 そこで、本 研究では
先行子音を統制した無意味綴りを用いて母音聴取能力の調査を行った。
3. 母音聴取能力の調査
3. 1調査の目的
本調査では先行子音統制下で以下の6点を明らかにすることを目的とした。
(1) /i/を/elとする誤聴と/el鰭／とする誤聴ではどちらが多いか。
(2) /u/をJo/とする誤聴とJo/を/u/とする誤聴ではどちらが多いか。
(3) (1)と(2)の誤りが無意味綴りのどこに現れやすいか。
(4) 前後の母音の影聾がどのように現れるか。
(5) 高低アクセントの影響がどのように現れるか。
(6) 母方言の影瞥がどのように現れるか。
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3.2調査の方法・対象
調査は2013年9 月にインターネットを通してサウジ在住学習者に対して行った。 具
体的には、 日本語教育経験を持つ東京方言話者の肉声を録音したものを 2 回ずつ流し、
答えをひらがな、 あるいは、 ロ ーマ字でタイプする方法とした。 録音機はmarantz
PDM671 、マイクはRODE NTlCID ( サンプリングレート： 44.lkHz)を使用し、録音室で録
音を行った。 無意味綴りはすべて 3 拍（各拍は子音と髯音から成る）で、子音は波形が
安定していて日本 語の韻律習得研究などでよく使用されている/mlに統一 した（鮎澤他
2001)。 その構成は、前後の母音の影孵を調べるため、 母音の部分が/iiと/el及び/u/と
Jo/のすべての組み合わせとなるそれぞれ8 パター ン、すなわち, /iee/ /iie/ /iei/ /iii//eii/ /eei/ 
/eie/ /eee/及び/uoo//uuo/ /uou/ /uuu/ /ouu/ /oou/ /ouo/ /000/と/ii/el Ju/ Jo/のそれぞれが語頭
拍、語中拍、語尾拍に来るものとした。 また、高低アクセントの影警を調べるため、
それぞれのパター ンにおいて頭高型アクセント、 中高型アクセント、平板型アクセン
トの3種類の音声を作成した。 本調査で用いられた無意味綴りの総数は 84種である。
資料に調査で用いられた無意味綴りを示す。
調査対象は、筆者が在サウジアラビア日本国大使館の日本関連のイベント等で知り
合った学習者や同地で行われた短期日本語講座担当講師から直接紹介してもらった学
晋者など、 サウジ在住学習者37名（男性6名、女性31名）で、その内訳はサウジ人30
名、 シリア人 3名、 イエメン人 2名、パレスチナ人 2名である。 国籍は異なるものの言
語形成期はサウジアラビア国内芍薗ごしている尻被験者には高校生、大学生が多く、
年齢層は10代が7名、20代が29名、30代が1名である。 被験者は普段本やインターネ
ットを通して独学で日本 語学習を行っており、学習期間は、1年末満が11名、1年か
ら2年末満が6名、2年から3年末満が6名、3年から4年末満が5名、4年から5年末
満が4名、5年から6年末満が2名、7年以上が3名で、3ヶ月から7年以上と学習期間
に大きな開きがあったため、それを考慮して解答はロ ーマ字でも可能とした。 9人の被
験者に日本滞在歴があり、 期間は9 日から2 か月であった。 ほとんどの被験者が他にで
きる外国 語として英 語を挙げ、 流暢に話せると書いた者が7 割以上いた。
4後述するが、 サウジアラビアでは文化的に家族以外の男女が外で会うのは難しいため、直接会ったこ
とのない学習者はいるものの、 筆者は学習者一人一人を知っており、 インタ ーネットはあくまで手段と
して用いたものである。
5シリア人とパレスチナ人の被験者は第一言語にそれぞれの母方言を挙げているが、 イエメン人の被験
者は第一言語をサウジアラビア西部で話されているヒジャーズ方言としている。
6被験者は独習者のため、 普段の学習時間や頻度によって総学習時間には大きな差があると思われる。
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3.3結果と考察
3. 3. 1 /i/を/elとする誤聴と/elを/i/とする誤聴
誤聴率は、 以下の方法を用いて算出した。
誤聴率＝
当該母音の誤聴の総数
（当該母音の数）・（被験者の総数）
·100 
/iiの誤聴の総数は121 、刈の数は45、被験者は37名であることから、 /iiを/elとする誤
聴の割合は7.27'/o、一方、 /elの誤聴の総数は87 、 /elの数は45、被験者は37名であるこ
とから、 /elをNとする誤聴の割合は5.23 %となる。 Nと/elそれぞれの誤聴の総数を用い
てカイニ乗検定を行ったところ、八／を/elとする誤聴と/elを/iiとする誤聴の間には有意差
が見られた（が=5.928>3.84, df=l, p< .05)。 これは/i!の聞き取りがle/よりも困難であるこ
とを意味しており、 母音のみの聴取能力の調査を行った水谷(2015)の結果と一致して
いる。
表1 /i/を含む無意味綴りと誤りの数
語頭拍N 誤数 語中拍N 誤数 語尾拍N 誤数
みめめ ， みみめ 5 みめみ 10 
社みめ 7 み社み ， みみ社 ， 
みめみ 6 め昼み 6 めみ登 7 
社みみ ， め社め ， めめ丑 6 
みまま 12 ま昼ま ， ままみ 8 
語頭拍/i!誤聴総数 43 語中拍N誤聴総数 38 語尾拍N誤聴総数 40 
語頭拍Nの総数 555 語中拍Nの総数 555 語尾拍Wの総数 555 
表1 は本調査で用いた/i!を含む無意味綴り（該当箇所はゴシック体かつ下線）とその
誤りの数を示している。 本調査では、 「五めめ 」、 「み石め」、 「みめめ」のように
1 つの無意味綴りに対して頭高型アクセント、 中高型アクセント、 平板型アクセントの
3 麟の無意疇りがあるが、 ここでの諒りの数はすべてのアクセント型の誤りの合計
とする。 誤りが最も多かったのは「みまま」の語頭拍の「み」の12 で、 諏りが最も少
なかったのは「みみめ」の語中拍の「み」の5 であった。 誤りの数は、 語頭拍、語中
拍、 語尾拍すべてにおいて8 前後のものが多い。
表2 は/elを含む無意味綴り（該当箇所はゴシック休かつ下線）とその誤りの数を示
している。 表1と同様に、 ここでの誤りの数は、 頭高型アクセント、 中高型アクセン
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ト、 平板型アク セントの3種類の誤りの合計とする。 誤りが最も多かったのは「めみ
み」 の語頭拍の「め」と「みめめ」 の語中拍の「め」 で、 誤りの数はともに9であっ
た。 一方、 誤りが最も少なかったのは「みみめ」 の語尾拍の「め」 の 1 であった。 /el
の誤りの数は、 Nの場合とは異なり、 1 から9と一定ではない。
表2 /e/を含む無意味綴りと誤りの数
語頭拍le/ 誤数 語中拍le/ 誤数 語尾拍le/ 誤数
めみみ ， めめみ 8 めみめ 5 
めめみ 6 めめめ 7 めめめ 5 
めみめ 8 みめめ ， みめめ 6 
めめめ 6 みめみ 3 みみめ 1 
めまま 5 まめま 6 ままめ 3 
語頭拍le/誤聡総数 34 語中拍le/誤聴総数 33 語尾拍le/誤聴総数 20 
語頭拍le/の総数 555 語中拍le/の総数 555 語尾拍le/の総数 555 
犀音のフォルマントの差異が結果に影聾を及ぼしているかを調べるために、 それぞ
れの無意味綴りの母音部のFlとF2を計測した。 以下の図 1 は/iiで餌りが多かったもの
①から⑥とJiiと/elのフォルマントの値を、 図2は/elで誤りが多かったもの①から⑥と/ii
とle/のフォルマントの値を示している。
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図 1、図 2より誤りの多かった/ifと/elのフォルマントの分布に特徴的な偏りはなく、一
様に分布している。 ここから被験者はIvとle/を弁別できておらず、 1つの母音として
とらえてしまっていることが窺える。
3.3.2 /u/を/o/とする誤聴と/o/を/u/とする誤聴
誤聴率を3.3.1と同様に計算したところ、/u/を/ofとする誤聴の割合は 10 .由lo、/ofを/u/
とする誤聴の割合は 15.62%であった。 ここでも/u/と/ofそれぞれの誤聴の総数を用いて
カイニ乗検定を行ったところ、/u/を/ofとする誤聴と/ofを/u/とする誤聴の間には有意差
が見られた（が= 1 7.677>3.84, df=l, p<.05) 。 これは/ofの聞き取りが/u/よりも困難である
ことを示している。
表3は、これまでと同様に、3種類のアク セント型の /u/を含む無意味綴り（該当箇
所はゴシック 体かつ下線）とその誤りの合計を示している。 誤りが最も多かったのは
「もむも」 の語中拍の「む」と「もむむ」 の語尾拍の「む」 で、誤りの数はともに 18
であった。 一方、誤りが最も少なかったのは「むむむ」の語尾拍の「む」の 6であっ
た。 /u/の誤りの数には 6から 18とかなりの開きがあることがわかる。
① 
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表3 /u/を含む無意味綴りと誤りの数
語頭拍/u/ 誤数 語中拍/u/ 誤数 語尾拍/u/ 誤数
むもも 12 むむも 12 むもむ ， 
むむも 13 むむむ 7 むむむ 6 
些もむ 8 もむむ 15 もむむ 18 
むむむ ， もむも 18 ももむ 13 
むまま 14 まむま 16 ままむ 8 
語頭拍/u/誤聴総数 56 語中拍/u/誤聴総数 68 語尾拍/u/誤聴総数 54 
語到加/u/の総数 555 語中拍/u/の総数 555 語尾拍/u/の総数 555 
表4 は、 表1 から表3 と同様に、3 種類のアクセント型の/ofを含む無意味綴り（該
当箇所はゴシック体かつ下線）とその誤りの合計を示している。
表4 /ofを含む無意味綴りと誤りの数
語頭拍/of 誤数 語中拍/o/ 娯数 語尾拍/o/ 誤数
圭むむ 11 も屯む 15 もむ屯 17 
ももむ 16 ももも 17 ももも 15 
もむも 24 むもも 12 むもも 10 
ももも 24 むもむ 8 むむも ， 
もまま 37 まもま 25 ままも 20 
語頭拍/of誤聴総数 112 語中拍/o/誤聴総数 77 語尾拍/o/娯聴総数 71 
語頭拍/o/の総数 555 語中拍/o/の総数 555 語尾拍/ofの総数 555 
諒りが最も多かったのは「もまま」の語頭拍の「も」で、 誤りの数は 37 であった。 一
方、 誤りが最も少なかったのは「むもむ」の語中拍の「も」の8 であった。 /o/の誤り
の数には8 から 37 と大きな差が見られた。
3.3.1 と同様に、 ここでもそれぞれの無意味綴りの母音部の Fl と F2 を計測した。 以下
の図3 は/u/で諒りが多かったもの①から⑥と/u/と/o/のフォ］レマントの値を、 図4 は/o/
で諒りが多かったもの①から⑦と/u/と/o/のフォルマントの値を示している。
-7-


2000 1500 
uu 
2000 1500 
uu 
F2 (Hz) 
1000 500 
〇』＾ぷ
図3 誤りの多かった/u/の分布
F2 (Hz) 
1000 500 
図4 誤りの多かった/ofの分布
゜
100 
200 
u /u/ 
o /of 
① 
300 ;::; 
.:. ② 
：： ③ 
400 ④ 
⑤ 
⑥ 
500 
゜
100 
u /u/ 
200 o/o/ 
① 
300'i:i" -=- ② 
③ 
ご
④ 
400 ⑤ 
⑥ 
500 ⑦ 
図3の④は/ofのフォルマントの値に最も近いものの、 /ofのフォルマントとは区別され
ている。 しかし、 それ以外の分布には特徴的な傾向は見られず、 やはり被験者が/u/と
/ofを弁別できておらず、 1つの母音としてとらえてしまっていると推測される。
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3.3. 3誤聴の現れる位置
ここでは3.3.1 と同じ叶算方法を用いて誤聴率を算出し、 語頭拍、語中拍、 語尾拍そ
れぞれを比較したカイニ乗検定の結果を以下の表5 に示す。
表5 語頭拍、 語中拍、 語尾拍の誤聴率とその比較
語班甘白 語中拍 有意差 語豆員拍 語尾拍 有意差 語中拍 語尾拍 有意差
Nをle/とする誤聴 7.75% 6.85% n.s. 7.75% 7.21% n.s. 6.85% 7.21% n.s. 
le/をNとする調聴 6.13% 5.95% n.s. 6.13% 3.ffJ'/o n.s. 5.95% 3.fiJ'/o n.s. 
Nと/ef贋鳴疇 6.94% 6. 野/o n.s. 6.94% 5.41% n.s. 6.40'/o 5.41% n.s. 
/u/をlo/とする誤聴 10.W'/o 12.25% n.s. 10. ⑮lo 9.73% n.s. 12.25% 9.73% n.s. 
lo/をMとする誤聴 20.1粉6 13.87'/o ＊ 20.18"/o 12.� 沙6
＊ 13.87"/o 12,]g>/o n.s. 
/u/とlo/の誤聴総数 15.14% 13.00'/o n.s. 15.14% 11.2fJ'/o 
＊ 13.06"/o 11.2ff/o n.s. 
全体 11.04% 9.73% n.s. 11.04% 8.33% ＊ 9.73% 8.33% n.s. 
n.s.: 非有意*:p<0.05
/iiを/elとする誤聴と/elを/iiとする誤聴を合わせた/iiと/elの誤聴の総数において誤聴率の
高さは語頭拍、語中拍、 語尾拍の順になっているが、 有意差は見られなかった。 同様
に/u/と/ofの誤聴の総数においても誤聴率の高さは語頭拍、語中拍、 語尾拍の順になっ
ているが、 有意差が見られたのは語頭拍と語尾拍のみであった。 また'/i/と/el、 /u/と
/ofの誤聴の総数を表している全体でも語頭拍と語尾拍以外に有意差は見られなかっ
た。 ここから全体的に語頭柏の母音、語中拍の母音、 語尾拍の母音という順に間違え
やすいという傾向は見られるものの、 無意味綴りの中の母音の位置によって誤聴の現
れやすさが異なっているとは断言できない。
3.3.4前後の母音の影響
ここでは/iee//iie/ /iei/ /iii/ /eii/ /eei/ /eie/ /eee/ /uoo/ /uuo/ /uou/ /uuu/ /ouu/ /oou/ /ouo/ /000/の
16 パター ンの無意味綴りを用い、 母音の誤りに前後の母音が影響しているかを調べ
た。 表6 は/i1と/elを含む無意味綴りを聞いた際、 本来のパター ンに対してどのような誤
りが多かったかを示している。 表6 で誤りが最も多かったのは/iii/に対する/eee/の9 で
あった。 それに続いて、/eii/に対する/iii/の6、/iee/に対する/eii/の5、/eee/に対する/iii/の
5、/eei/に対する/iie/の4 となっている。 /eii/に対する/iii/という誤り以外は母音の/iiと/el
が入れ替わったものであり、 このような誤りはIVと/elの誤り全体の39.74%に上る。 ここ
から子音が統制されており'/i/と/elが連続して現れた場合、母音の「音色」が異なっ
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ていることは認識できても、 それがどちらの髯音であるのか弁別できていないと推測
できる。
元パターン
/iee/ 
/iie/ 
/iei/ 
/iii/ 
/eii/ 
/eei/ 
/eie/ 
/eee/ 
表6 /1/と/elで多く見られた誤りのパターン
誤聴率個毀幻総数）
10.S°/o (12/111) 
8.1% (9/111) 
g_g,1o (11/111) 
8.1% (9/111) 
12.6% (14/111) 
9. び%(10/111)
ll.7'/4(13/111) 
7.2% (8/111) 
多く見られた誤りのパターン僻数抹蒻歳父）
/eii/ (5/12) 
/iee/ (1/9} /eeV (1/9} /eie/ (1/9} 
/eie/ (3/11) /eee/ (2/11) 
/eee/(9/9) 
/iii/ (6/14) /eee/ (3/14) 
/iie/ (4/10} /eii/ (3/10} 
/iee/ (3/13} /ieV (2/13} 
/iii/(5/8) 
一方、 表7 はJu/とJo/で多く見られた誤りのパターンを示している。
元パターン
/uoo/ 
/uuo/ 
/uou/ 
/uuu/ 
/ouu/ 
/oou/ 
/ouo/ 
/000/ 
表7 Ju/とJo/で多く見られた誤りのパターン
誤聴率信鬼幻総数）
15.3% (17 /111) 
14.4% {16/111) 
11.7°/4(13/111) 
9. び%(10/111)
27. び%(30/111)
23.4% (26/111) 
26.1% (29/111) 
28. 邸(32/111)
多く見られた誤りのパタ ーン僻数抹稔誤数）
/ouu/ (6/17) /ouo/ (3/17) /000/ (3/17) 
/oou/ (8/16) /ouo/ (4/16) 
/ouo/ (6/13) /uoo/ (6/13) 
/000/ (6/10) 
/ouo/ (6/30) /000/ (5/30) /uoo/ (4/30) 
/uou/ (6/26) /uuo/ (5/26) /ouu/ (5/26) 
/uou/ (11/29) /uuo/ (7 /29) /uoo/ (5/29) 
/uoo/ {10/32) /uuu/ (8/32) /ouo/ (4/32) 
表7で誤りが最も多かったのは/ouo/に対する /uou/の11であ った。 それに続いて、 /000/
に対する /uoo/の10、 /uuo/に対する /oou/の8、 /000/に対する /uuu/の8、 /ouo/に対する
/uuo/の7となっている。 /ouo/に対する /uou/、 /uuo/に対する /oo叫 /000/に対する /uuu/と
いうようにここでもJu/とJo/が入れ替わっている誤りが多い。 ここ から上記の/iiと/elの
結果と同様に、 子音が統制されており 、 Ju/とJo/が連続して現れた場合、 音色が異なっ
ていることは認識できても、 それがどちらの髯音であるのか弁別できていない被験者
が多かったと考えられる。
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3.3.5高低アクセントの影響
MSAのアクセント体系は強勢アクセントであるが、 アクセントによる弁別機能はな
い（ラフィック2005)。 日本語のアクセント体系は周知の通り高低アクセントである
が、 ここでは母音の聞き取りにH本語の高低アクセントが影響を与えるかどうかを調
査した。 前述の通り、 調査で用いた無意味綴りは子音をIm/に統一 した/iee//iie/ /iei/ 
/iii//eii/ /eei/ /eie/ /eee/及び/uoo//uuo/ /uou/ /uuu/ /ouu/ /oou/ /ouo/ /000/と/1//e//u//o/のそれぞ
れが語頭柏、語中柏、語尾柏に来る3 柏語であるが、それぞれのパター ンにおいて頭
高型アクセント、 中高型アクセント、平板型アクセントの3 種類の音声が用いられて
いる。 それぞれのアクセント型の誤聴率を算出し、 頭高型、 中高型、平板型それぞれ
を比較したカイニ乗検定の結果を以下の表8 に示す。
表8 頭高型、 中高型、 平板型の誤聴率とその比較
頭高型 中高型 有意差 頭高型 平板型 有意差 中高型 平板型 有意差
Ivとle/の誤聴 5.41% 7.12% n.s. 5.41% 6.22% n.s. 7.12% 6.22% n.s. 
/u/と/ofの誤聴 11邸lo 13.96"/o n.s. 11邸lo 13.f/J'/o n.s. 13.96"/o 13.f/J'/o n.s. 
全体 8.65% 10.54% ＊ 8.65% 9.91% n.s. 10.54% 9.91% n.s. 
n.s.: 非有意，*:p<0.05
すべての結果において、 中高型、平板型、 頭高型の順に誤聴が多いという傾向が見ら
れ、的股に頭高型が比較的容易に知覚できているという結果が得られたが、 有意差が
見られたのは'/i/と/elの誤聴及び/u/と/ofの誤聴を合わせた全体の頭高型と中高型のみ
であった。 今後精査していけば、 明確な傾向が見られる可能性も考えられる。
3.3.6母方言の影響
MSAは世界の広い範囲で話されているため、母方言によってそれぞれ発音が異なっ
ている。 母習の発晋も例外ではなく、Alghamdi(1998)がMSAを話すサウジ人、スーダ
ン人、エジプト人それぞれの母音のフォルマントを計測し、その平均値を算出したと
ころ、 以下の図5 のように、母方言によって母音のフォ］レマントが異なっているとい
う結呆が得られた。
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図 5 MSA における母音発音の方言差 (Alghamdi 1998) 
（図を明瞭にするため、 筆者が一部改変）
本調査の被験者の多くはリヤド在住のため、 リヤド周辺で話されているナジュド方
言を普段使用しているという被験者が 22 名と最も多く、 次に多かったのはサウジアラ
ビア西部のジッダやマッカ周辺で使われているヒジャ ーズ方言7を話す被験者の 9 名で
あった。 その他に、 シリア方言話者、 湾岸方言話者、 パ レスチナ方言話者が数名ずつ
見られた。 そこで、 ここではナジュド方言話者とヒジャ ーズ方言話者の誤聴数の平均
を算出し、 有意差の有無を調べるために t 検定を行った。
表9 ナジュド ・ ヒジャーズ方言話者の誤聴の平均とその比較
Nの誤聴数平均 le/の誤聴数平均 /u/の誤聴数平均 lo/の誤聴数平均 絋
ナジュ臼声 2.50 1.82 2.45 6.18 12.95 
ヒジャーズ方言 3.22 2.78 8.11 6.78 20.89 
t検定の結果 n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. 
n.s.: 非有意， *:p<0.05
表 9 の通り、 ナジュド方言話者とヒジャ ーズ方言話者の誤聴数の平均に有意な差は認
められなかった。 本調査の被験者はナジュド方言話者が多く、 十分な標本数が得られ
7ナジュド方言とヒジャーズ方言の間には、 例えば、 「魚」という意味の·�·をナジュド方言では
/smika/、 ヒジャーズ方言では本来のMSA.のように/samaka/と発音するといった母音の発音上の差異が見
られる。
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なかったため、 以上のような結果となった可能性も考えられるものの、 ここではナジ
ュ ド方言話者とヒ ジャ ーズ方言話者の母方言による差異は見られなかった。
4 .  ま とめと今後の課題
本稿では、管見の限り、 これま で行われていなかった先行子音が統制 さ れた無意味
綴りを用いて、 サウジ在住学習者を対象とした髯音聴取能力の調査を行い、 以下の結
果が得られた。 サウジ在住学習者が子音がIm/に統制 さ れた3 拍の無意味綴りを聞いた
場合'/i/を/elとする誤聴と/ofを/u/とする誤聴が有意に多く観察 さ れた。 誤聴が無意味
綴りのどの位置に現れやすいかについては大きな差はなく、 語頭拍、語中拍、語尾拍
それぞれに誤りが見られた。 ま た、 前後の母音が異なっている場合、その音色が異な
っていることは認識できても、それがどの母音かま では弁別できていない被験者が多
かったと考えられる。 麻低アクセントの影馨に関しては、令股に頭裔型が比較的容易
に知覚できているという傾向が見られた。 方言差については、本 調査ではナジュ ド方
言言舌者が非常に多く、標本数が十分に得られなかったことも一因 と考えられるが、ナ
ジュ ド方言話者とヒ ジャ ーズ方言話者の間に有意な差は認められなかった。
今後は、今回得られた個別のデー タをもとにどのような被験者に誤聴が多く、 どの
ような被験者に誤聴が少ないのかを分析していきたい。 ま た、 異なる先行子音による
母音の聞き取りへの影署や犀音の聞き取りと発音の関係を考慮に入れて研究を進め、
サウジ在住学習者の母音の聞き取り及び発音における間 題点を明らかにしていきた
し ＼
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資料 ： 母音聴取能力の調査に用 い られた無意味綴 り 一覧
無意味綴 り 無意味綴 り 無意味綴 り
(1) みめめ (/iee/) (11) むもむ (/uou/ ) (21) ま めま （ 語中/ell
(2) みみめ (/iie/)  (12) むむむ (/uuu/)  (22) ま ま め （語尾/ell
(3) みめみ (/lei/)  (13) もむむ (/ouu/ )  (23) むま ま （語頭/u/)
(4) みみみ （八ii/ ) (14) も もむ (/oou/)  (24) まむま （ 語中/u/)
(5) めみみ (/eii/ ) (15) も恥も (/ouo/ ) (25) ま ま む （語尾/u/)
(6) めめみ (/eei/)  (16) も も も (/000/) (26) も ま ま （ 語頭Jo/)
(7) めみめ (/eie/) (17) みま ま （ 語頭/1/) (27) ま も ま （ 語中fol)
(8) めめめ (/eee/) (18) まみま （語中/1/) (28) ま ま も （語尾/o/)
(9) むも も (/uoo/) (19) ま ま み （ 語尾/1/)
(10) むむも (/uuo/ )  (20) めまま （語頭/el)
＊ それぞれの無意味綴 り に対 して頭高型、 中高型、 平板型アクセン ト の 3 種類ずつの計 84 種
（みずたに し ょ う た ・ 首都大学東京大習浣博士後期課程）
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